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作品 6点（周作人揮毫の書 2点、沈従文揮毫の書 3点、硯波揮毫の書 1点）と









1 　小川利康編「周作人・松枝茂夫往来書簡戦前篇（1）（2）（3）・戦後篇」（『文化論集』第 30～33 号、
2007 年 3、9 月、2008 年 3、9 月）。
225早稲田大学會津八一記念博物館所蔵「松枝茂夫旧蔵書簡」解題
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　竹内好は、東大文学部の支那文を卒業した 1934 年 3 月に、中国文学研究会
を発足させ、同年 8月に来日中の周作人と徐祖正の歓迎会で、はじめて会の名
を用いた。この会には松枝も出席したが、当日は直接話をかわすには至らず、
































4 　「竹内好の手紙」『辺境』5 号～6 号、記録社発行・影書房発売、1987 年 10 月、1988 年 1 月
5 　「小野忍さんを弔う」、『松枝茂夫文集』第 2巻

















































　Ernst Wolff は、アメリカの中国文学者で、著書に Chou Tso-jen（New 
7 　藤井省三『魯迅と日本文学』（東京大学出版会 2015 年）第 5章「魯迅と佐藤春夫」、秋吉收『魯
迅 野草と雑草』（九州大学出版会 2016 年）第 8章「佐藤春夫」
8 　（小川利康補記）楊友濂は、周金波（1920-1996）とともに第二回大東亜文学者大会に参加した詩
人、小説家である。日本敗戦後は台湾大学歴史学系で台湾史、台湾文化の研究に尽力した。
9 　「中国文学と私」及び「聞書 紹興、魯迅、そして周作人」、『松枝茂夫文集』第 2巻
230 文化論集第 55 号
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は台湾に渡るも 1950 年には日本へ移り、ほどなく 1952 年に病没した。
　王古魯は、1920 年に日本に留学し、東京高等師範学校で学ぶ。帰国後は北
京女子師範大学などの教授を歴任した後、1938 年再び来日し、古籍版本の調
査を行い、帰国後は周作人のもとで北京大学図書館秘書主任を務めた。
　王秋琳は、松井秀吉から紹介を受け、1936 年来日当初、松枝が自宅に招い
て歓待したことがあった。書簡ではその際の歓待に礼を述べている。王秋琳の
生没年が今日分かるのは「血統論」を文革中に発表して処刑された遇羅克
（1942-1970）の母であるためだ。夫の遇崇基（1915-1988）は早稲田大学に学ん
だ留学生で、二人は留学中に知り合ったという。
　尤炳圻は、北京師範大学で中国文学、清華大学で英国文学を学んだ後、1934
年より東京帝大で日本文学と英国文学を学んだ。帰国後は北京大学で日本文学
を講じ、夏目漱石『吾輩は猫である』を翻訳している。第一回大東亜文学者大
会（1942 年）には銭稲孫、張我軍とともに参加した。
　鄭子瑜は、シンガポール在住の中国古典文学者。1958 年に周作人に黄遵憲
『日本雑事詩』について問い合わせたところから文通が始まり、さらに周を介
して、さねとうけいしゅう、松枝茂夫とも文通が始まった。1964年4月から9ヶ
月間にわたり、鄭は早稲田大学語学教育研究所の客員教授として在籍し、さね
とうけいしゅうとともに大河内文書（黄遵憲と大河内輝声との筆談録）の整理
校訂を行ったという 13。
　鍾敬文は、青年時代から民間文学に関心を寄せ、収集した歌謡を文芸誌に投
稿するなかで自ら詩作を始めた。1928 年には杭州で中国民俗学会を発足させ、
研究に打ち込む。1934 年には来日して早稲田大学文学部で 2年間学んだこと
もある。中華人民共和国成立後の来簡当時は、北京師範大学で民俗学を主導す
る立場にあった。（小川利康）
13　「在早大的一年」、『鄭子瑜墨緣錄』作家出版社 1993 年
